A reduction theory of representations associated with finite type quivers by Nagura Makoto & 名倉 誠
A reduction theory of representations
associated with finite type quivers
著者 Nagura Makoto
内容記述 Thesis (Ph. D. in Mathematics)--University of
Tsukuba, (A), no. 3376, 2004.3.25
Includes bibliographical references
発行年 2004
URL http://hdl.handle.net/2241/5531
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1側
　　　　　　　　　　　な　　ぐら　　　　　まこと
氏名（本籍）　名倉　　誠（東京都）
学位の種類博士（数学）
学位記番号　博甲第3376号
学位授与年月日　　平成16年3月25日
学位授与の要件　　学位規則第4条第1項該当
審査研究科　　数学研究科
学位論文題目　　A臨釦敏娩耽⑧岬◎服即茅鱗械説≡◎晒風S§㏄賊銅滅飾臨晦仰騨Q幽1撒§
　　　　　　　　　　　（有限型のクイバーに付随する表現の簡約理論）
主　査　　筑波大学教授　　　理学博士　　　　　木　村　達　雄
副査　筑波大学教授　理学博士　　加藤久男
副査　筑波大学教授　理学博士　　宮本雅彦
副査筑波大学講師　理学博士　　藤田尚昌
論文の内容の要旨
　有限個の頂点を持つ有向グラフをクイバーとよぶ。特にそれがA、型，Dプ型，亙6型，亙。型，亙。型のディ
ンキン図形の各辺に向きをつけたものであるとき，有隈型のクイバーとよぶ。一般にクイバーの各頂点に非
負整数を対応させると，一般線形代数群のある直積の，全行列環のいくつかの直和への表現を一意的に付随
させることができる。特にそのクイバーが有限型のときは，ガブリエルにより付随する表現の空問は，有限
個の群軌遺に分解することが知られている。したがって特に欄密な群軌道が存在するから概均質ベクトル空
間になっている。本論文の最初の内容は，概均質ベクトル空問の裏返し変換やある概均質同値な変換などを
有限型のクイバーに適用して簡約理論を作り，有隈型のクイバーに付随する任意の表現は，この二つの変換
によって原始表現から得られることを示した。特にこれは有隈型のクイバーに付随する任意の表現の相対不
変式の個数を計算するアルゴリズムを与えるものである。次に本論文では一般線形群のかわりに特殊線形群
を用いた場合を研究して，A、型の場合は，空間が有隈個の群軌道に分解する必要十分条件は絶対不変式を
持たないことであることを示した。しかしλ、型でない場合には，反例があることも示した。そこでトーラ
スの作用を制限したときに軌道が分かれるための条件を一般的に研究して，それがその軌遺上にある相対不
変式が存在することが必要十分条件であることを示した。これはセルベディオの判定条件の一般化である。
審査の結果の要旨
　スカラー倍を十分与えたときに簡約代数群の表現で有限個の軌道に分解するものは分類されているが，そ
のスカラー倍をなくした場合は極めて複雑になるが，本論文はその流れのなかでキーポイントになる相対不
変式の個数を調べるアルゴリズムを与え，とくにλ、型の場合にきれいな結果を与えている。また，他の型
での反例を見つけて，その理由を一般的に考察して統一的な結果を導き出している。
　以上の理由から，本論文は学位論文として十分な内容をもつと考えられる。
　よって，著者は博士（数学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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